
桐原書店『探求 論理国語』（論国713）　評価規準案
	科目
	単位数
	学年
	使用教科書

	論理国語

	4単位

	2学年・3学年

	『探求 論理国語』（桐原書店）



１.学習の到達目標
	言葉による見方・考え方を働かせ、言語活動を通して、国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を次のとおり育成することを目指す。
(1) 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けるようにする。
(2) 論理的、批判的に考える力を伸ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思い　　や考えを広げたり深めたりすることができるようにする。
(3) 言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての　　自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。



２．評価の観点
	知識・技能
	思考・判断・表現
	主体的に学習に取り組む態度

	実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	「書くこと」、「読むこと」の各領域において、論理的、批判的に考える力を延ばすとともに、創造的に考える力を養い、他者との関わりの中で伝え合う力を高め、自分の思いや考えを広げたり深めたりしている。

	言葉がもつ価値への認識を深めるとともに、生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉を通して他者や社会に関わろうとしている。



３．使用副教材
	『「探求 論理国語」準拠  予習復習ノート』



《Ⅰ部》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	〈知〉のコミュニティへ

	気持ちよさという罪　村田沙耶香

（p.10～p.17）


	１


	・文章を読んで、筆者のものの見方や感じ方を理解する。

・筆者の言う「多様性を認める」ことについて、自らの経験に照らしながら考察を深める。


	
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：人との関わりについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：人との関わりについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：人との関わりについて、新たな観点から自分の考えを深められていない。
	主
A：本文内容の正しい理解や周囲の意見などを踏まえて、「多様性」について多角的に考え、自分の考えをわかりやすくまとめようとしている。

B：「多様性」についての自分の考えを、わかりやすくまとめようとしている。

C：「多様性」についての自分の考えをわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	評論Ⅰ

	チンパンジーは「おせっかい」をしない　長谷川眞理子

（p.18～p.24）


	２


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・具体例が示しているものを丁寧に読み取り、筆者の主張を理解する。

・ヒトの「認知的共感」が社会にもたらす意義について、自分の考えをまとめる。


	知  (1)イ

A：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。

B：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で正しく活用している。

C：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得したり、文章の中で十分に活用していない。

知　(2)イ

A：情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について十分に理解し、さまざまな場面で応用して使っている。

B：情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について理解を深め、適切に使用している。

C：情報を重要度や抽象度などによって階層化して整理する方法について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：評論という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：評論という文章の種類を踏まえて、内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：ヒトの社会性と「共感」について、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：ヒトの社会性と「共感」について、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：ヒトの社会性と「共感」について、新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「共感」という感情の意義について話し合い、自分の考えを深めるとともに話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「共感」という感情の意義について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「共感」という感情の意義についての話し合いにおいて、自分の　考えを話したり、相手の考えを聞　いたりしようとしていない。



	
	いのちは誰のものか?　鷲田清一

（p.25～p.29）

〈知〉の深化　晴れた空の下で　江國香織

（p.30～p.33）


	２


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・論理展開が明確な評論文の読解を通して、論理展開を丁寧にたどる姿勢と力を養う。

・「ともに生きる」ことについて、自　分自身のあり方も踏まえて理解を深める。

	知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深め、積極的に活用している。

B：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)オ

A：関連する文章を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を多角的に深めている。

B：関連する文章を基に、書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めている。

C：関連する文章を基に、内容の解釈を深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「いのちは誰のものか」について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「いのちは誰のものか」について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「いのちは誰のものか」についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	評論
解析A

	科学と市民　池内了

（p.34～p.35）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・話題、論旨の展開を把握し、筆者の主要な見解をつかむ。

・指示表現が指す内容を明らかにすることで、本文内容を的確に捉える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、科学とはどのようなものか、筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、科学とはどのようなものか、筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、科学とはどのようなものか、筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	集落の創造　藤井明

（p.36～p.37）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・本文中の対比関係に注目して、論理構造や筆者の主要な見解をつかむ。

・本文理解に欠かせないキーフレーズを見つけ、内容を的確に理解する。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、共同体の同質性と差異性についての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、共同体の同質性と差異性についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、共同体の同質性と差異性についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	「もどかしさ」の融合　佐佐木幸綱

（p.38～p.39）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・具体例の働きを理解して、論旨や筆者の主要な見解をつかむ。

・効果的な表現に込められた筆者の意図を汲み取る。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味

して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、読者と作者の関係についての筆者の主要な見解を、わかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、読者と作者の関係についての筆者の主要な見解を、わかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、読者と作者の関係についての筆者の主要な見解を、わかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	「可能性」としての貨幣　西部忠

（p.40～p.41）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・論理構造を読み解き、話題に対する筆者の見解やその根拠をつかむ。

・接続表現から文脈を捉え、論理展開を把握する。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。

	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、「貨幣」の可能性についての筆者の主要な見解を、わかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、「貨幣」の可能性についての筆者の主要な見解を、わかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、「貨幣」の可能性についての筆者の主要な見解を、わかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	評論Ⅱ

	動物の信号と人間の言語　大庭健

（p.42～p.48）


	３


	・二項対立による比較対照に着目し、評論の読み方を習得する。

・「動物の信号」との比較を通して、　「人間の言語」の特徴を理解する。

・「言語」の働きについて考え、自らが豊かな「言語」の使い手となる意識を持つ。


	知  (1)ア

A：言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを十分に理解し、その知識を活用している。

B：言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを理解している。

C：言葉には、言葉そのものを認識したり説明したりすることを可能にする働きがあることを十分に理解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：言語の働きについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：言語の働きについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：言語の働きについて、新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「言葉の働き」について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「言葉の働き」について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「言葉の働き」についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	行動としての話し言葉　竹内敏晴

（p.50～p.59）


	３


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・演劇における台詞を通して、話し言葉の特徴と力を理解する。

・行動としての話し言葉という意味を捉え、自分自身の話し言葉を充実させる。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深め、積極的に活用している。

B：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について十分に理解していない。
	読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。

読　(1)カ

A：言語の働きについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：言語の働きについて、文章の内容や解釈を多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：言語の働きについて、新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思いや意志についての自分の解釈を、わかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思いや意志についての自分の解釈を、わかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、つうの台詞に込められた思いや意志についての自分の解釈を、わかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	体験と
思索

	カフェの開店準備　小池昌代

（p.60～p65）


	１


	・筆者の体験をもとにした文章を読んで、筆者の思索の推移をたどる。

・平凡な日々の積み重ねの行為を気高いという、筆者の主張について理解したうえで、自分の理解を深める。


	知  (2)ウ

A：筋道を立てて考えることを通して、必要な情報を関連付けて、自分の考えを広げたり深めたりしている。

B：筋道を立てて考えることを通して理解を深め、内容の解釈を深めている。

C：筋道を立てて考えることを通して理解を深めることが十分にできていない。


	読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。

読　(1)カ

A：私たちの生と日常の関係について、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め、再構成している。

B：私たちの生と日常の関係について、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：私たちの生と日常の関係について、新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「現在という一点に、自分を投げ出した」自身の経験について話し合い、その意味することについて自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「現在という一点に、自分を投げ出した」自身の経験について話し合い、その意味することについて自分の考えを深めようとしている。

C：「現在という一点に、自分を投げ出した」自身の経験についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。

	「書く」

	世界の見え方を変える　宇野常寛

（p.66～p.69）


	２


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・現代に求められる「書く」「読む」力について理解を深める。

・「価値のある情報発信」について考える。


	知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深め、積極的に活用している。

B：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式など、文章の構成や展開の仕方について十分に理解していない。


	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「価値の転倒」について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「価値の転倒」について話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「価値の転倒」についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。


	
	「書く」ことへの挑戦－問いを生む

 （p.70～p.71）


	２


	・「価値のある情報発信」を意識し、対象を「読む」方法を習得する。

・新たな問いを生むことの意義について考える。


	知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。


	書  (1)ア

A：書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集し、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決め、問いたいことや言いたいことを明確に伝えている。

B：書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決めている。

C：書き手の立場や論点などの様々な観点から情報を収集、整理して、目的や意図に応じた適切な題材を決められてない。

書　(1)イ

A：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を確実にそろえている。

B：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえている。

C：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を十分にそろえていない。
	主
A：対象を｢読む」方法についての正しい理解をもとに、積極的にさまざまな角度からの情報を収集し、世界の見え方を変えるような新たな問いを設定しようとしている。

B：対象を「読む」方法についての理解をもとに、さまざまな情報を収集し、新たな問いを設定しようとしている。

C：情報を収集し、新たな問いを設定しようとしていない。



	評論Ⅲ

	イスラム感覚　藤原新也

（p.72～p.80）


	４


	・二項対立による比較対照に着目し、評論の基本的な読み方を習得する。

・世界の言語や文字に対して関心を持　つ。

・日本人と規範の関係についての筆者　の考えを読み取り、自らの問題とし　て考える。


	知  (1)イ

A：論証したり学術的な学習の基礎　を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。

B：論証したり学術的な学習の基礎　を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で正しく活用している。

C：論証したり学術的な学習の基礎　を学んだりするために必要な語句を習得したり、文章の中で十分に活用していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟　味したりしていない。

読　(1)カ

A：日本人と軌範の関係について、多様な論点　や異なる価値観と結び付けて、新たな観点か　ら自分の考えを深め、再構成している。

B：日本人と軌範の関係について、多様な論点　や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：日本人と軌範の関係について、新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：「ニッポン人は今、軌範や律という人間が生きていくうえで不可欠な超自我的なものを失って、右往左往している」という筆者の考えについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：「ニッポン人は今、軌範や律という人間が生きていくうえで不可欠な超自我的なものを失って、右往左往している」という筆者の考えについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：「ニッポン人は今、軌範や律という人間が生きていくうえで不可欠な超自我的なものを失って、右往左往している」についての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	木を伐る人／植える人　赤坂憲雄

（p.81～p.89）

〈知〉の深化  なめとこ山の熊  宮沢賢治

（p.90～p.101）


	３


	・二項対立による比較対照に着目し、評論の読み方を習得する。

・「自然破壊」と「自然保護」、その　二つの関連性などについての理解を深める。

・これからの時代における「人と自然をつなぐ」ことについて、自分自身の考えを深める。


	知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。

知  (2)ウ

A：筋道を立てて考えることを通して、必要な情報を関連付けて、自分の考えを広げたり深めたりしている。

B：筋道を立てて考えることを通して理解を深め、内容の解釈を深めている。

C：筋道を立てて考えることを通して理解を深めることが十分にできていない。
	読　(1)カ

A：新しい人と自然をつなぐモラルについて、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：新しい人と自然をつなぐモラルについて、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：新しい人と自然をつなぐモラルについて、新たな観点から自分の考えを深められていない。

読　(1)キ

A：設定した題材に関する複数の文章や資料を基に、必要な情報を適切に関連付けて、自分の考えを広げたり深めたりし、発展させている。

B：設定した題材に関する複数の文章や資料を基に、必要な情報を関連付けて自分の考えを広げたり深めたりしている。

C：設定した題材に関する複数の文章や資料を基に、自分の考えを十分に広げたり深めたりしていない。
	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、「知恵や技術の世界観」が近代の訪れとともに失われていった具体例についてのグループ内の調べ学習に積極的に参加し、レポートにわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、「知恵や技術の世界観」が近代の訪れとともに失われていった具体例についてのグループ内の調べ学習に参加し、レポートにわかりやすくまとめようとしている。

C：「知恵や技術の世界観」が近代の訪れとともに失われていった具体例についてのグループ内の調べ学習への参加に意欲がなく、レポートにわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。

	評論
解析B

	「物語」としての伝統　西江雅之

（p.102～p.103）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・接続表現から文脈を捉え、論理展開を把握する。

・論理構造を読み解き、話題に対する筆者の見解やその根拠をつかむ。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、「伝統とは未来に向けた行動を支えるものである」という筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、「伝統とは未来に向けた行動を支えるものである」という筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、「伝統とは未来に向けた行動を支えるものである」という筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	「資本」の出現　大澤真幸　

（p.104～p.105）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・指示表現が指す内容を明らかにすることで、本文内容を的確に捉える。

・話題、論旨の展開を把握し、筆者の主要な見解をつかむ。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、資本主義の特徴についての筆者の見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、資本主義の特徴についての筆　者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、資本主義の特徴についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	博物館というメディア　村田麻里子

（p.106～p.107）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・効果的な表現に込められた筆者の意図を汲み取る。

・本文中の対比関係に注目して、論理構造や筆者の主要な見解をつかむ。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、日本における博物館の意味についての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、日本における博物館の意味についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、日本における博物館の意味についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	現実・相貌・物語　野矢茂樹

（p.108～p.109）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・本文理解に欠かせないキーフレーズを見つけ、内容を的確に理解する。

・具体例の働きを理解して、論旨や筆者の主要な見解をつかむ。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味して内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、言語と物語の関係についての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、言語と物語の関係についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本文内容の正しい理解を踏まえて、言語と物語の関係についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	評論Ⅳ

	芸術も科学も｢別世界｣を見せる　岡田暁生

（p.110～p.116）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・本文中の対比関係に注目して、論理構造や筆者の主要な見解をつかむ。

・「芸術」と「科学」のもつ魔術性について理解を深める。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について理解し、正しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方や接続の仕方について、十分に理解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報と情報との関係について十分に理解していない。
	書　(1)イ

A：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を確実にそろえている。

B：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠をそろえている。

C：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自分の立場や論点を明確にして、主張を支える適切な根拠を十分にそろえていない。

書　(1)エ

A：多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にし、自分の考えを確固なものとしている。

B：多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にしている。

C：多面的・多角的な視点から自分の考えを見直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりしておらず、主張が明確になっていない。
	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえて、最先端の科学技術についての情報を多角的に収集し、読み手を意識しながらわかりやすく丁寧にレポートにまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえて、最先端の科学技術についての　情報を収集し、わかりやすくレポ　ートにまとめようとしている。

C：最先端の科学技術の情報につい　て収集し、わかりやすくレポート　にまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	ロボットは心を持つか　黒崎政男

（p.117～p.123）

〔参考〕そもそも心とは何か

石黒浩

（p.124～p.125）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・「ロボットの心」についての研究が、　「心とは何か」という哲学的な問題　に直結するという筆者の主要な見解を理解する。

・「そもそも心とは何か」について、　自分なりの考えをまとめる。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。

	読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟　味したりしていない。

読　(1)キ

A：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、必要な情報を適切に関連付けて、自分　の考えを広げたり深めたりし、発展させてい　る。

B：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、必要な情報を関連付けて自分の考えを　広げたり深めたりしている。

C：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、自分の考えを十分に広げたり深めたり　していない。
	主
A：本文の内容を踏まえて「心とは　何か」について話し合い、自分の　考えを深めるとともに、話し合い　を経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「心とは　何か」について話し合い、自分の　考えを深めようとしている。

C：「心とは何か」についての話し　合いにおいて、自分の考えを話し　たり、相手の考えを聞いたりしよ　うとしていない。



	
	ドローン兵器とＳＮＳ　大山顕

（p.127～p.135）


	２


	・評論の読み方を習得する。

・情報機器の浸透によって変化した　「写真」の存在意義や「写真行為」の意味について理解する。

・ドローン兵器とSNSの類似点をま　とめ、現代における科学技術の課題　についての自分の考えを深める。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：本文における写真の例をもとに、技術の変　化がもたらす社会への影響について、多様な　論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観　点から自分の考えを深め再構成している。

B：本文における写真の例をもとに、技術の変　化がもたらす社会への影響について、多様な　論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観　点から自分の考えを深めている。

C：本文における写真の例をもとに、技術の変　化がもたらす社会への影響について、新たな　観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「目的を　遂行するために大局的な思想をなおざりにしてしまう」ことについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「目的を　遂行するために大局的な思想をなおざりにしてしまう」ことについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：本文の内容を踏まえて「目的を　遂行するために大局的な思想をなおざりにしてしまう」ことについて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	境界を
こえて

	器としての｢わたしたち｣　松村圭一郎

（p.136～p.142）


	２


	・評論の読み方を習得する。

・「境界」という観点から、「日本」「わたし」「家族」について捉え直す。

・他者との結びつきについて、自分の考えを深める。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：自分自身の存在と他者との関係について、　多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新　たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：自分自身の存在と他者との関係について、　多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新　たな観点から自分の考えを深めている。

C：自分自身の存在と他者との関係について、　新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて「わたし」　はどのようにして「わたし」を獲　得しているのか、話し合い、自分　の考えを深めるとともに、話し合　いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて「わたし」　はどのようにして「わたし」を獲　得しているのか、話し合い、自分　の考えを深めようとしている。

C：本文の内容を踏まえて「わたし」　はどのようにして「わたし」を獲　得しているのか、自分の考えを話　したり、相手の考えを聞いたりし　ようとしていない。



	
	見えぬものを見るということ　浅田次郎

（p.143～p.146）


	２


	・評論の読み方を習得する。

・文学においてのみ「見えぬものを見　る」ことが可能になるという筆者の　主張を理解する。

・文学における「境界」の意味につい　て思索を深める。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ　て、「見えぬものを見る」文学の　働きについて多角的に考察し、読　み手を意識しながらわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の正しい理解を踏まえ　て、「見えぬものを見る」文学の　働きについて考察し、わかりやす　くまとめようとしている。

C：「見えぬものを見る」文学の働　きについて、わかりやすくまとめ　るための工夫をしようとしていな　い。



	
	もしも宇宙に行くのなら　橳島次郎

（p.147～p.156）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・対比構造に注意して、筆者の主張を　的確に捉える。

・「成熟した大人」になるために、私　たち人間はどうすればよいのか、話　し合ったうえで、自分の考えをまと　める。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：自分自身の存在と他者との関係について、　多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新　たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：自分自身の存在と他者との関係について、　多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新　たな観点から自分の考えを深めている。

C：自分自身の存在と他者との関係について、　新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、「成熟　した大人」になるために私たち人　間がなすべきことについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて、「成熟　した大人」になるために私たち人　間がなすべきことについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：本文の内容を踏まえて、「成熟　した大人」になるために私たち人　間がなすべきことについ、自分の　考えを話したり、相手の考えを聞　いたりしようとしていない。



	評論Ⅴ

	暴力はどこからきたか　山極寿一

（p.158～p.167）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・共同体の発展と暴力との関係性を認　識する。

・筆者の主張を読み取り、戦争や暴力　を抑止する手段を考える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：人類が苛烈な戦争を起こすようになった原　因について、多様な論点や異なる価値観と結　び付けて、新たな観点から自分の考えを深め　再構成している。

B：人類が苛烈な戦争を起こすようになった原　因について、多様な論点や異なる価値観と結　び付けて、新たな観点から自分の考えを深め　ている。

C：なぜ苛烈な戦争が起きるのか、新たな観点　から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、現代に　おける社会や共同体と私たちはどのように関わっていけばよいか、話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて、現代に　おける社会や共同体と私たちはどのように関わっていけばよいか、話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：本文の内容を踏まえて、現代に　おける社会や共同体と私たちはどのように関わっていけばよいか、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	「である」ことと「する」こと　丸山真男

（p.168～p.180）


	５


	・評論の読み方を習得する。

・長文の評論を読み、二項対立を基本　とした論構成を理解する。

・「民主主義」「自由」「近代化」など、普遍的なテーマへの理解を深める。

・日本の近代化の特質とその問題点を　論じた内容を、現代の課題として捉　え直す。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)カ

A：政治や文化における「である」価値と「す　る」価値について、様な論点や異多なる価値　観と結び付けて、新たな観点から自分の考え　を深め再構成している。

B：政治や文化における「である」価値と「す　る」価値について、多様な論点や異なる価値　観と結び付けて、新たな観点から自分の考え　を深めている。

C：政治や文化における「である」価値と「す　る」価値について、新たな観点から自分の考　えを深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、「民主　主義」や「自由」について考え、　現代日本に必要なことはどういうことかについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて、「民主　主義」や「自由」について考え、　現代日本に必要なことはどういうことかについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：本文の内容を踏まえて、「民主　主義」や「自由」について考え、　現代日本に必要なことはどういうことかについての自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	実社会

	実用的な文章１ 議事録を作る

（p.181～p.185）


	１


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・実際に「議事録」を作成したり、規　約の内容を読み取ることを通して、　情報の重要度や正確な読み取り方を身につける。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)オ

A：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを吟味し、文　章全体を整えたり、読み手からの助言などを　踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直　し、自分の表現に役立てている。

B：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを整えたり、　読み手の立場から、自分の文章の特長や課題　を捉え直したりしている。

C：文章全体を整えたり、読み手からの助言な　どを踏まえて、自分の文章の特長や課題を十　分に捉えられていない。
	主
A：実用文の読み取りの手順を踏ま　えて、読み手を意識しながら議事　録をわかりやすく簡潔にまとめようとしている。

B：実用文の読み取りの手順を踏ま　えて、議事録をわかりやすくまと　めようとしている。

C：議事録をわかりやすくまとめる　ための工夫をしようとしていな　い。



	
	実用的な文章２ ゲームのルールをまとめる

（p.186～p.188）


	１


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・実際に「ゲームのルール」を作成す　ることを通して、さまざまな観点か　ら概要を把握する力と、誤解されな　いようなわかりやすい表現方法を身につける。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)オ

A：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを吟味し、文　章全体を整えたり、読み手からの助言などを　踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直　し、自分の表現に役立てている。

B：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを整えたり、　読み手の立場から、自分の文章の特長や課題　を捉え直したりしている。

C：文章全体を整えたり、読み手からの助言な　どを踏まえて、自分の文章の特長や課題を十　分に捉えられていない。

	主
A：実用文の読み取りの手順を踏ま　えて、読み手を意識しながらゲー　ムのルールをわかりやすく簡潔にまとめようとしている。

B：実用文の読み取りの手順を踏ま　えて、らゲームのルールをわかり　やすくまとめようとしている。

C：ゲームのルールをわかりやすく　まとめるための工夫をしようとしていない。



	
	実用的な文章３ 通信文を書く

（p.189～p.193）


	１


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・実際に通信文を書くことを通して、　相手や目的に合わせた通信文の種類の使い分けや、情報が正確に伝わる文章の書き方を身につける。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)オ

A：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを吟味し、文　章全体を整えたり、読み手からの助言などを　踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直　し、自分の表現に役立てている。

B：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを整えたり、　読み手の立場から、自分の文章の特長や課題　を捉え直したりしている。

C：文章全体を整えたり、読み手からの助言な　どを踏まえて、自分の文章の特長や課題を十　分に捉えられていない。
	主
A：読み手の立場や印象を考慮しな　がら、講演の依頼文を丁寧に、わ　かりやすくまとめようとしてい　る。

B：読み手を意識しながら、講演会　の依頼文を丁寧にまとめようとしている。

C：講演会の依頼文を丁寧にまとめ　るための工夫をしようとしていない。



	
	実用的な文章４ 観光地紹介を書く

（p.194～p.196）


	１


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・限られたスペースの中で、伝えたい　情報を整理し、正確に伝わる文章の　書き方を身につける。

・レイアウトを工夫し、読み手を引き　付ける紹介文の作成の仕方を身につける。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)ア

A：様々な観点から情報を収集し、整理して、　目的や意図に応じた適切な題材を決め、伝え　たいことを明確に伝えている。

B：様々な観点から情報を収集、整理して、目　的や意図に応じた適切な題材を決めている。

C：様々な観点から情報を収集、整理して、目　的や意図に応じた適切な題材を決められてない。


	主
A：魅力的な観光地紹介文を作成す　るために、積極的に情報を収集・　整理したり、読み手を引きつける　文章表現やレイアウトに工夫を凝らしたりしている。

B：魅力的な観光地紹介文を作成す　るために、情報を収集・整理した　り、文章やレイアウトに工夫をし　ている。

C：魅力的な観光地紹介文とするた　めの工夫をしようとしていない。

	
	キャラクターの身体、自動車の身体　三宅陽一郎

（p.197～p.201）


	２


	・説明文の基本的な読み方を習得す　　る。

・受動と主体という二重性こそが、生　物の身体の本質的な特徴であるという筆者の主要な見解をつかむ。

・人工知能と身体の関係について考え　る。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)エ

A：多面的・多角的な視点から自分の考えを見　直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にし、自分の考えを確固なものとしている。

B：多面的・多角的な視点から自分の考えを見　直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にしている。

C：多面的・多角的な視点から自分の考えを見　直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして　おらず、主張が明確になっていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、自動運　転車が実現した社会の利点と課題について、様々な参考資料等を積極的に参照しながら、八百字程度にわかりやすくまとめようとしている。
B：本文の内容を踏まえて、自動運　転車が実現した社会の利点と課題について、想像をめぐらせながら八百字程度にまとめようとしている。
C：自動運転車が実現した社会の利　点と課題について十分に考えようとせず、八百字程度にまとめる工夫をしようとしていない。


	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	論文を読む

	変身に伴う快楽と恐れ－｢山月記｣を通じて　宮原浩二郎

（p.202～p.210）


	２


	・論文の基本的な読み方を習得する。

・論理の展開を捉え、変身についての筆者の考えを把握する。

・論文の内容をきっかけとして、小説「山月記」に関心を抱く。


	知  (1)イ

A：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。

B：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で正しく活用している。

C：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得したり、文章の中で十分に活用していない。


	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

　

	主
A：論理の展開に沿って筆者の主張　を正しく理解し、わかりやすくま　とめようとしている。 また、引　用された小説の内容に関心をも　ち、調べたり読んだりしている。

B：論理の展開に沿って筆者の主張　を理解し、わかりやすくまとめよ　うとしている。また、引用された　小説の内容に関心をもっている。

C：筆者の主張をわかりやすくまと　める工夫をしていない。



	
	淋しい人間－｢こころ｣を通じて　山崎正和

（p.211～p.220）


	４


	・論文の基本的な読み方を習得する。

・論理の展開を捉え、「こころ」における「先生」の淋しさの本質について理解する。

・論文の内容をきっかけとして、小説「こころ」に関心を抱く。


	知  (1)イ

A：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。

B：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で正しく活用している。

C：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得したり、文章の中で十分に活用していない。


	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。


	主
A：論理の展開に沿って筆者の主張　を正しく理解し、わかりやすくま　とめようとしている。 また、引　用された小説の内容に関心をも　ち、調べたり読んだりしている。

B：論理の展開に沿って筆者の主張　を理解し、わかりやすくまとめよ　うとしている。また、引用された　小説の内容に関心をもっている。

C：筆者の主張をわかりやすくまと　める工夫をしていない。



	
	ベルリンの｢内｣と｢外｣－｢舞姫｣を通じて　前田愛

（p.221～p.226）


	２


	・論文の基本的な読み方を習得する。

・論理の展開を捉え、「舞姫」におけ　都市空間と「豊太郎」の心情の表現　の関わりを理解する。

・論文の内容をきっかけとして、小説「舞姫」に関心を抱く。

	知  (1)イ

A：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。

B：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で正しく活用している。

C：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得したり、文章の中で十分に活用していない。


	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。


	主
A：論理の展開に沿って筆者の主張　を正しく理解し、わかりやすくま　とめようとしている。 また、引　用された小説の内容に関心をも　ち、調べたり読んだりしている。

B：論理の展開に沿って筆者の主張　を理解し、わかりやすくまとめよ　うとしている。また、引用された　小説の内容に関心をもっている。

C：筆者の主張をわかりやすくまと　める工夫をしていない。




 《Ⅱ部》
	単元名

	教材名

	時間数

	学習目標

	評価の観点

	
	
	
	
	知知識・技能
	思考・判断・表現
書書く能力、読読む能力
	主主体的に学習に取り組む態度

	評論Ⅰ

	オブジェとイマージュ　高階秀爾

（p.228～p.236）


	３


	・二項対立による比較対照に着目し、　評論の読み方に習熟する。

・視覚でものを捉えるときの感覚的喜　びを理解する。

・筆者の主張を踏まえて、自分自身が　芸術に触れる際の感性を磨く。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟　味したりしていない。

読　(1)カ

A：人間の知覚の領域について、多様な論点や　異なる価値観と結び付けて、新たな観点から　自分の考えを深め再構成している。

B：人間の知覚の領域について、多様な論点や　異なる価値観と結び付けて、新たな観点から　自分の考えを深めている。

C：人間の知覚の領域について、新たな観点か　ら自分の考えを深められていない。


	主
A：イマージュの世界が人間のイマ　ジネーションに訴える力をもっているという筆者の考えについて、具体例をもって話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：イマージュの世界が人間のイマ　ジネーションに訴える力をもっているという筆者の考えについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：イマージュの世界が人間のイマ　ジネーションに訴える力をもっているという筆者の考えについて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	人間の領域　日髙敏隆

（p.237～p.243）

〈知〉の深化　アノマロカリス  松浦寿輝

（p.244～p.251）


	３


	・評論の読み方に習熟する。

・死を考える人間の美学について把握する。

・人間の生きる論理を把握し、どう扱うべきかについて考える。

・人間が生きることについて、死と向　き合うこととあわせて考察し、さら　に自分自身が生きることについて考える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)イ

A：参考資料との関係を正確に把握し、内容を　的確に捉え、考察を深めている。

B：参考資料との関係を把握し、内容を的確に　捉えている。

C：参考資料との関係を十分に把握できず、内　容を捉えられていない。


	主
A：筆者の主張を正しく理解し、わ　かりやすくまとめようとしてい　る。また、参考資料と重ねて読む　ことでテーマについての理解をより深め、自分自身が生きることの意味について考察を深めている。

B：筆者の主張を理解し、わかりや　すくまとめようとしている。また、参考資料と重ねて読むことでテーマについての理解を深め、自分自身が生きることの意味について考えている。

C：筆者の主張を理解し、わかりや　すくまとめる工夫をしていない。



	評論
解析C

	権力にまつわる｢秘密｣　萱野稔人

 （p.252～p.253）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・本文中の対比関係に注目して、論理構造や筆者の主要な見解をつかむ。

・効果的な表現から文脈を捉え、論理の展開や筆者の主要な見解をつかむ。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ　たうえで、国家権力と情報の関係　についての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の理解を踏まえたうえ　で、国家権力と情報の関係につい　て筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：国家権力と情報の関係について　の筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	メディアと民主化　佐藤卓己
（p.254～p.255）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・論理の展開に沿って筆者の主要な見　解をつかむ。

・指示内容を正しく捉え、論理の展開　や筆者の主要な見解をつかむ。

・萱野稔人「権力にまつわる『秘密』」　と読み比べ、両者の主要な見解の共　通点と相違点をまとめる。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ、民主主義とメディアの関係につ  いての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の理解を踏まえ、民主　主義とメディアの関係についての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：民主主義とメディアの関係につ　いての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	足跡　原研哉

（p.256～p.257）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・論理構造を読み解き、話題に対する　筆者の見解やその根拠をつかむ。

・接続表現から文脈を捉え、論理の展　開や筆者の主要な見解をつかむ。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深　めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握して　いる。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ　たうえで、本歌取りと創造につい　ての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の理解を踏まえたうえ　で、本歌取りと創造についての筆　者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本歌取りと創造に関する筆者の　主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	創造としての本歌取り　渡部泰明

（p.258～p.261）


	１


	・評論の基本的な読み方を習得する。

・具体例の働きを理解して、論旨や筆　者の主要な見解をつかむ。

・本文理解に欠かせないキーフレーズ　を見つけ、筆者の主要な見解をつか　む。

・原研哉「足跡」と読み比べ、両者の　主要な見解を比較しつつまとめる。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理　解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ　たうえで、本歌取りと創造につい　ての筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の理解を踏まえたうえ　で、本歌取りと創造についての筆　者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：本歌取りと創造に関する筆者の　主要な見解をわかりやすくまとめるための工夫をしようとしていない。



	評論Ⅱ

	市民社会化する家族　今村仁司

（p.262～p.272）


	５


	・評論の読み方に習熟する。

・緊密な論理で構成された評論文を部　分部分の相互関係を理解しながら丁寧に読み、論旨の流れを把握する。

・「近代家族」や「市民社会」に対す　る筆者の問題意識を把握し、これか　らの家族のあり方について考える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。

	読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。

読　(1)カ

A：「近代家族」「市民社会」について、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：「近代家族」「市民社会」について、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：「近代家族」「市民社会」について、新たな観点から自分の考えを深められていない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ、市民社会化に抗する人間のあり　方についての筆者の主要な見解を八百字程度でわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の理解を踏まえ、市民　社会化に抗する人間のあり方についての筆者の主要な見解を八百字程度にわかりやすくまとめようとしている。

C：市民社会化に抗する人間のあり　方についての筆者の主要な見解を八百字程度にまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	身体と出現　平野啓一郎 

（p.274～p.281）

〔参考〕変身　カフカ　多和田葉子訳

（p.282～p.283）

	３


	・評論の読み方に習熟する。

・「帰納」や「演繹」など評論特有の　考え方に触れ、的確に理解する。

・人間の身体と周囲の関係性に着目　　し、人間の存在についての認識を深　　める。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)エ

A：文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ　いて、書き手の意図との関係において多面的　・多角的な視点から評価し、書き手の意図を　正確に把握している。

B：文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ　いて、書き手の意図との関係において多面的　・多角的な視点から評価している。

C：文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ　いて、書き手の意図との関係において多面的　・多角的な視点から十分に評価していない。

読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、私たち　を取り巻くものと身体の関わりについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて、私たち　を取り巻くものと身体の関わりについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：私たちを取り巻くものと身体の　関わりについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	「書く」

	知的創造のために　吉見俊哉
（p.284～p.287）


	１


	・評論の読み方に習熟する。

・知的創造には他者との対話が必要である、という筆者の主張を理解する。

・知的能力を創造性に結びつけるためには、自分自身の側にも、言いたいことが、ある種の執念のようなものとしてなければならないという筆者の主張を理解する。


	知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。


	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。


	主
A：本文内容の正しい理解を踏まえ、知的創造に必要なものについて　の筆者の主要な見解をわかりやすく丁寧にまとめようとしている。

B：本文内容の理解を踏まえ、知的　創造に必要なものについての筆者の主要な見解をわかりやすくまとめようとしている。

C：知的創造に必要なものについて　の筆者の主要な見解をまとめるための工夫をしようとしていない。

	
	 ｢書く｣ことへの挑戦－小論文を書く

（p.288～p.289）


	１


	・「他者の視点を意識して」小論文を　書くための手順を身につける。


	知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。


	書　(1)イ

A：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠を確実にそろえている。

B：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠をそろえている。

C：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠を十分にそろえていない。

書　(1)オ

A：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを吟味し、文　章全体を整えたり、読み手からの助言などを　踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直　し、自分の表現に役立てている。

B：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを整えたり、　読み手の立場から、自分の文章の特長や課題　を捉え直したりしている。

C：文章全体を整えたり、読み手からの助言な　どを踏まえて、自分の文章の特長や課題を十　分に捉えられていない。
	主
A：小論文を書く手順を正しく踏ま　え、構成メモの段階から推敲にい　たるまで、他者の視点を意識しな　がら、自分の主張を整理し、わか　りやすくまとめようとしている。

B：小論文書く手順を踏まえ、他者　の視点を意識しながら、自分の主　張を整理し、まとめようとしてい　る。

C：他者の視点を意識して、自分の　主張を整理し、まとめようとして　いない。



	
	｢書く｣ことへの挑戦－レポートを書く

（p.290～p.291）


	 １


	・自分自身の興味や関心に沿って、自　ら問いを立て、その問いに答えるレ　ポートの書き方を身につける。


	知  (2)ア

A：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深め、自らの主張に積極的に取り入れている。

B：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について理解を深めている。

C：主張とその前提や反証など情報　と情報との関係について十分に理解していない。


	書  (1)ア

A：書き手の立場や論点などの様々な観点から　情報を収集し、整理して、目的や意図に応じ　た適切な題材を決め、問いたいことや言いた　いことを明確に伝えている。

B：書き手の立場や論点などの様々な観点から　情報を収集、整理して、目的や意図に応じた　適切な題材を決めている。

C：書き手の立場や論点などの様々な観点から　情報を収集、整理して、目的や意図に応じた　適切な題材を決められてない。

書　(1)イ

A：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠を確実にそろえている。

B：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠をそろえている。

C：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠を十分にそろえていない。
	主
A：自分自身の興味や関心のあるテ　ーマから意欲的に問いを立て、情　報を収集・分析し、適切なレポー　トの構成に沿って、他者視点を意　識しながらわかりやすくまとめようとしている。

B：自分自身の興味や関心のあるテ　ーマから問いを立て、情報を収集　し、レポートの構成に沿ってまと　めようとしている。

C：自分自身の興味や関心のあるテ　ーマから問いを立てたり、情報を　収集するなどの、レポート作成の　ための準備が不十分である。



	評論Ⅲ

	言葉の〈意味〉と〈表徴〉　中村雄二郎

（p.292～p.297）


	３


	・評論の読み方に習熟する。

・言語論における基本的な考え方への　理解を深める。

・言語論を踏まえて、日本語や日本文　化の問題について考察する。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、筆者の　主張についてどう思うか話し合　い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて、筆者の　主張についてどう思うか話し合　い、自分の考えを深めようとして　いる。

C：筆者の主張についてどう思うか　の話し合いにおいて、自分の考え　を話したり、相手の考えを聞いた　りしようとしていない。



	
	霧の風景　桑子敏雄

（p.298～p.305）


	３


	・評論の読み方に習熟する。

・風景とはどのようなものかについて　関心を持つ。

・風景の喪失は人間の危機であり、そ　のことに気づかないこともまた危険なことであることを実感する。

・和歌や水墨画についての論評を含む　評論文を丁寧に読み解き、筆者の主　張を的確に捉える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。

読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主
A：闇や静寂の風景の喪失に関する　筆者の考えについてどう思うか、　自分自身の体験を踏まえて、具体　例を適切に盛り込みながら、八百　字程度にわかりやすくまとめよう　としている。

B：闇や静寂の風景の喪失に関する　筆者の考えについてどう思うか、　自分自身の体験を踏まえて八百字　程度にまとめようとしている。

C：闇や静寂の風景の喪失に関する　筆者の考えについてどう思うか、　八百字程度にまとめるための工夫をしようとしていない。



	
	｢貫之は下手な歌よみ｣か？　鈴木宏子

（p.306～p.315）


	３


	・評論の読み方に習熟する。

・惜春について、「古今集」と正岡子　規との感性の共通点を理解する。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主
A：本文の内容を踏まえて、古典和　歌の力について話し合い、自分の　考えを深めるとともに、話し合い　を経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文の内容を踏まえて、古典和　　歌の力について話し合い、自分の　　考えを深めようとしている。

C：古典和歌の力について話し合　　い、自分の考えを話したり、相手　　の考えを聞いたりしようとして　　いない。



	体験と
思索

	沙魚　ドリアン助川

（p.316～p.325）

	３


	・「沙魚」をめぐる初老の料理人との　やりとりを描いた文章を読んで、筆　者の思索の推移をたどる。

・東京大空襲を題材とした文章を読　　み、戦争や平和の問題について認識　　を深める。


	知  (2)ウ

A：筋道を立てて考えることを通し　て、必要な情報を関連付けて、自　分の考えを広げたり深めたりしている。

B：筋道を立てて考えることを通し　て理解を深め、内容の解釈を深め　ている。

C：筋道を立てて考えることを通し　て理解を深めることが十分にできていない。


	読　(1)カ

A：戦争と平和について、多様な論点や異なる　価値観と結び付けて、新たな観点から自分の　考えを深め再構成している。

B：戦争と平和について、多様な論点や異なる　価値観と結び付けて、新たな観点から自分の　考えを深めている。

C：戦争と平和について、新たな観点から自分　の考えを深められていない。

読　(1)キ

A：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、必要な情報を適切に関連付けて、自分　の考えを広げたり深めたりし、発展させてい　る。

B：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、必要な情報を関連付けて自分の考えを　広げたり深めたりしている。

C：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、自分の考えを十分に広げたり深めたり　していない。
	主
A：戦争における加害と被害の両面　の歴史を押さえながら、筆者の考　えについてどう思うか話し合い、　自分の考えを深めるとともに、話　し合いを経て考えたことを的確に　まとめようとしている。

B：戦争における加害と被害の両面　の歴史を押さえながら、筆者の考　えについてどう思うか話し合い、　自分の考えを深めようとしてい　る。

C：筆者の考えについてどう思うか　話し合い、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	評論Ⅳ

	ファンタジー・ワールドの誕生　今福龍太

（p.326～p.333）


	４


	・評論の読み方に習熟する。

・西欧世界による非西欧世界への認識　の変遷について考察した評論を読　み、自らの文化や世界に対する見方　を捉え直す。

・難解な用語や表現を含む評論文を丁　寧に読み解き、筆者の主張を的確に

　捉える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。


	読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。

読　(1)カ

A：植民地主義を起点に西欧世界に受け継がれ　てきたプリミティブなものへの認識の変遷について、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深め再構成している。

B：植民地主義を起点に西欧世界に受け継がれ　てきたプリミティブなものへの認識の変遷について、多様な論点や異なる価値観と結び付けて、新たな観点から自分の考えを深めている。

C：植民地主義を起点に西欧世界に受け継がれ　てきたプリミティブなものへの認識の変遷について、新たな観点から自分の考えを深められていない。
	主
A：本文内容を踏まえて、筆者の考　えについてどう思うか話し合い、　自分の考えを深めるとともに、話　し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文内容を踏まえて、筆者の考　えについてどう思うか話し合い、　自分の考えを深めようとしてい　る。

C：筆者の考えについてどう思うか　話し合い、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	ポストモダンと排除社会　東浩紀

（p.334～p.340）


	３


	・評論の読み方に習熟する。

・情報技術の発展によって、多様な価　値観を生み出す一方で、強力な管理　社会を生み出すという筆者の見解を理解する。

・ポストモダン社会をどのように生き

　ていくか、自分の問題として捉える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)エ

A：文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ　いて、書き手の意図との関係において多面的　・多角的な視点から評価し、書き手の意図を　正確に把握している。

B：文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ　いて、書き手の意図との関係において多面的　・多角的な視点から評価している。

C：文章の構成や論理の展開、表現の仕方につ　いて、書き手の意図との関係において多面的　・多角的な視点から十分に評価していない。


	主
A：本文内容を踏まえて、「ポスト　モダン」における社会と個人の関　係についてどう思うか話し合い、　自分の考えを深めるとともに、話　し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文内容を踏まえて、「ポスト　モダン」における社会と個人の関　係についてどう思うか話し合い、

　自分の考えを深めようとしてい　　る。

C：「ポストモダン」における社会　と個人の関係についてどう思うか話し合い、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	近代を見つめ
る

	日本文化私観　坂口安吾

（p.342～p.350）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・「伝統」「国民性」に対する筆者の批判について、理解する。

・「日本人」「日本文化」とは何か、考える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ウ

A：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て、内容を正しく解釈し、考察している。

B：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討し、文章の妥当性や信頼性を吟味し　て内容を解釈している。

C：主張を支える根拠や結論を導く論拠を批判　的に検討したり、文章の妥当性や信頼性を吟

　味したりしていない。


	主
A：本文内容を踏まえて、古い街並　み保存と都市開発の優先について話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：本文内容を踏まえて、古い街並　み保存と都市開発の優先についてどう思うか話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：本文内容を踏まえて、古い街並　み保存と都市開発の優先についてどう思うか話し合い、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	
	娯楽について―「人生論ノート」より　三木清

（p.351～p.357）


	３


	・評論の読み方を習得する。

・筆者のいう「娯楽」の本質について　理解する。


	知  (1)イ

A：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で積極的に活用している。

B：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得し、文章の中で正しく活用している。

C：論証したり学術的な学習の基礎を学んだりするために必要な語句を習得したり、文章の中で十分に活用していない。


	読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主
A：本文内容を踏まえて、真の「娯　楽」とはどういうものかについて　話し合い、自分の考えを深めると　ともに、話し合いを経て考えたこ　とを的確にまとめようとしてい　　る。

B：本文内容を踏まえて、真の「娯　楽」とはどういうものかについて　話し合い、自分の考えを深めよう　としている。

C：真の「娯楽」とはどういうもの　かについての話し合いにおいて、　自分の考えを話したり、相手の考　えを聞いたりしようとしていな　い。

	
	侏儒の言葉　芥川龍之介

（p.358～p.361）


	２


	・それぞれのアフォリズムの内容について理解する。

・アフォリズムの持つ意味と表現力について考える。

	知　(2)イ

A：情報を適切に整理し、さまざま　な場面で応用して使っている。

B：情報を適切に整理し、使用して　いる。

C：情報を適切に整理したり、使用　したりしていない。


	書　(1)オ

A：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを吟味し、文　章全体を整えたり、読み手からの助言などを　踏まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直　し、自分の表現に役立てている。

B：伝えたいことが的確に伝わるように、文章　の構成や展開、表現の仕方などを整えたり、　読み手の立場から、自分の文章の特長や課題　を捉え直したりしている。

C：文章全体を整えたり、読み手からの助言な　どを踏まえて、自分の文章の特長や課題を十　分に捉えられていない。
	主 

A：自分の好きな格言についての解　釈を、独善的にならないように他　者の視点を意識しながら、具体的　にわかりやすく四百字程度にまとめようとしている。

B：自分の好きな格言についての解　釈を、わかりやすく四百字程度に　まとめようとしている。

C：自分の好きな格言についての解　釈を四百字程度にまとめるための工夫をしようとしていない。



	評論Ⅴ

	地図の想像力―ボードリヤールの寓話　若林幹夫

（p.362～p.372）


	４


	・評論の読み方に習熟する。

・人が帰属するさまざまな社会とどの　ように関わり合っているかについて考える。

・地図を通して、自分の世界や社会に

　対するイメージを明確にする。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)ア

A：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を正確に把握している。

B：内容や構成、論理の展開などを的確に捉え、　論点を明確にしながら要旨を把握している。

C：内容や構成、論理の展開などを捉えたり、　要旨を十分に把握していない。

読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。


	主 

A：本文内容を踏まえて、自分の帰　属する社会だけでなく、さまざま　な社会との関わりを具体的に意識　し、自分の世界や社会に対するイメージを明確にしながら「世界イメージ」としての地図を作ろうとしている。

Ｂ：本文内容を踏まえて、自分の帰　属する社会だけでなく、広く社会　との関わりを意識し、自分の「世　界イメージ」としての地図を作ろ　うとしている。

C：自分の世界や社会に対するイメ　ージが漠然としており、自分の「世界イメージ」としての地図を作ろうとしていない。



	
	真理の探求と民主主義　河野哲也

（p.373～p.381）


	３


	・評論の読み方に習熟する。

・民主主義社会の特徴について整理す　る。

・筆者の主張する対話の意味について　考える。

・我々が目指すべき民主主義のあり方　について、自分の考えをまとめる。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)オ

A：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を多角的に深めている。

B：書き手の立場や目的を考えながら、内容の　解釈を深めている。

C：内容の解釈を深められていない。

読　(1)カ

A：「民主主義」社会について、多様な論点や　異なる価値観と結び付けて、新たな観点から　自分の考えを深め再構成している。

B：「民主主義」社会について、多様な論点や　異なる価値観と結び付けて、新たな観点から　　自分の考えを深めている。

C：「民主主義」社会について、新たな観点か　ら自分の考えを深められていない。


	主
A：誰もが真理の探求に向けた対話　に参加できるためには、どのよう　な社会的な取り組みが必要かについて話し合い、自分の考えを深めるとともに、話し合いを経て考えたことを的確にまとめようとしている。

B：誰もが真理の探求に向けた対話　に参加できるためには、どのよう　な社会的な取り組みが必要かについて話し合い、自分の考えを深めようとしている。

C：誰もが真理の探求に向けた対話　に参加できるためには、どのよう　な社会的な取り組みが必要かについての話し合いにおいて、自分の考えを話したり、相手の考えを聞いたりしようとしていない。



	実社会

	実用的な文章５　全国高校生｢四字熟語」総選挙

（p.382～p.384）


	１


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・実際に「四字熟語」総選挙に投票し、　実施要領の内容を読み取ることを通して、確実な情報の読み取り方を身につける。

・好きな四字熟語についての理由を書　くことを通して、簡潔にわかりやす　く、さらに、他者の関心を引き付け　る表現力を身につける。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)エ

A：多面的・多角的な視点から自分の考えを見　直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にし、自分の考えを確固なものとしている。

B：多面的・多角的な視点から自分の考えを見　直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして、主張を明確にしている。

C：多面的・多角的な視点から自分の考えを見　直したり、根拠や論拠の吟味を重ねたりして　おらず、主張が明確になっていない。


	主 

A：自分の好きな四字熟語とその理　由について、表現に工夫して投票　したり、新しい四字熟語の意味や　用法などを説明して発表するな　ど、積極的に「四字熟語」総選挙　に取り組もうとしている。

B：自分の好きな四字熟語とその理　由について投票したり、新しい四　字熟語の意味や用法などを説明して発表するなど、「四字熟語」総選挙に取り組んでいる。

C：「四字熟語」総選挙に取り組も　うとしていない。

	
	実用的な文章６　プレゼンテーションソフトを活用して発表する

（p.386～p.391）


	１


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・プレゼンテーションソフトの画面作成を通して、プレゼンテーションの特徴を把握し、わかりやすい表現方法やデザインを身につける。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)イ

A：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠を確実にそろえている。

B：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠をそろえている。

C：情報の妥当性や信頼性を吟味しながら、自　分の立場や論点を明確にして、主張を支える　適切な根拠を十分にそろえていない。


	主 

A：私たちの生活を変えたものについて、様々な参考資料等を積極的に参照しながら理解を深めようとしている。

B：私たちの生活を変えたものにつ　いて調べ、学んだことを的確にま　とめようとしている。

Ｃ：私たちの生活を変えたものにつ　いて調べたことや、その調査を通　じて考えたことをまとめようとしていない。

	
	実用的な文章７　志望理由を書く

（p.392～p.397）


	３


	・実用的な文章の基本的な読み方を習得する。

・志望理由の書き方を身につけるとともに、読む人の心を動かす文章について考える。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	書　(1)カ

Ａ：自分の主張が的確に伝わるように、文章の　構成や展開、表現の仕方などを吟味し、文章　全体を整えたり、読み手からの助言などを踏　まえて、自分の文章の特長や課題を捉え直し、自分の表現に役立てている。

Ｂ：自分の主張が的確に伝わるように、文章の　構成や展開、表現の仕方などを整えたり、読　み手の立場から、自分の文章の特長や課題を　捉え直したりしている。

Ｃ： 文章全体を整えたり、読み手からの助言　などを踏まえて、自分の文章の特長や課題を　十分に捉えられていない。


	主 

A：志望理由を書くにあたり、志望　先の大学や会社が求める人物像などを調べたり、自分自身について見つめ直すなどの準備を行ったうえで、自分の考えや気持ちが伝わるように、表現や構成を工夫し、文章をまとめようとしている。また他者の意見も参考にしている。

B：志望理由を書くにあたり、志望　先の大学や会社について調べた　うえで、自分の志望動機がわかり　やすい文章にまとめようとしている。

Ｃ：読み手に志望理由が伝わるよう　な工夫を十分にしていない。

	
	実用的な文章８　ニュースを読む

（p.398～p.404）


	２


	・実用的な文章の基本的な読み方を習　得する。

・「はやぶさ２」の活躍について、メ　ディアの違いによる伝え方の違いを読み取る。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。


	読　(1)エ
A：文章の構成や見出しなどの表現の仕方につ　いて、多面的・多角的な視点から評価し、書　き手の意図を正確に把握している。
B：文章の構成や見出しなどの表現の仕方につ　いて評価し、書き手の意図を把握している。

C：文章の構成や見出しなどの表現の仕方につ　いての評価が不十分で、書き手の意図を十分　に把握していない。


	主 

A：各種メディアのニュースの伝え　方の違いを適切にまとめ、メディ　アごとの特徴を整理するととも　に、異なる視点を持つ複数のメデ　ィアからバランスよく情報を入手することの意義など、メディアリテラシーを高めようとしている。

B：各種メディアのニュースの伝え　方の違いをまとめ、異なる視点を　持つ複数のメディアからバランスよくニュースを入手することの意味について考えている。

C：各種メディアのニュースの伝え　方の違いをまとめたり、バランス　よく情報を入手することに関心を持っていない。

	
	複雑化する人工物－法律と責任　齊藤了文

（p.405～p.413）


	２


	・説明文の基本的な読み方に習熟す　　る。

・製造物責任法の理念について理解す　る。

・現代は、人工物を取り巻く社会環境の整備が求められる、ソーシャル・　アクシデントの時代であることを理解する。


	知  (1)ウ

A：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について十分に理解し、工夫を凝らして活用している。

B：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について理解し、正　しく活用している。

C：文や文章の効果的な組み立て方　や接続の仕方について、十分に理　解していない。

知  (1)エ

A：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて理解を深め、積極的に活用　している。

B：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に

　ついて理解を深めている。

C：効果的な段落の構造や論の形式　など、文章の構成や展開の仕方に　ついて十分に理解していない。
	読　(1)イ

A：参考資料との関係を正確に把握し、内容を　的確に捉え、考察を深めている。

B：参考資料との関係を把握し、内容を的確に　捉えている。

C：参考資料との関係を十分に把握できず、内　容を捉えられていない。

読　(1)キ

A：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、必要な情報を適切に関連付けて、自分　の考えを広げたり深めたりし、発展させてい　る。

B：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、必要な情報を関連付けて自分の考えを　広げたり深めたりしている。

C：設定した題材に関する複数の文章や資料を　基に、自分の考えを十分に広げたり深めたり　していない。


	主 

A：人工物の事故について、様々な　参考資料等を積極的に参照しながら調べ、製造物責任法の何に抵触するのかについて話し合い、理解を深めようとしている。

B：人工物の事故について調べ、製　造物責任法の何に抵触するのかについて話し合い、学んだことを的確にまとめようとしている。

Ｃ：人工物の事故について調べた　　り、製造物責任法の何に抵触する　　のかについて話し合ったことを　　まとめようとしていない。
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